
経営健全化方針に基づく取り組み状況（令和元年度） 

〇法人名：株式会社ふるさと鹿野 

〇経営健全化方針を策定した理由： 

債務超過法人となったため。 

〇財政リスクの状況 

 H29 H30 R1 

債務超過額 ▲１６，７３９ ▲３０，７３８ ▲２８，０９３ 

事業の内容に応じて時価で評価した場

合の債務超過額（千円） 
― ― ― 

土地開発公社のうち債務保証又は損失

補償の対象となっている保有期間 5 年

以上の土地の簿価総額（A）（千円） 

― ― ― 

損失補償、債務保証及び短期貸付けの

合計額（B）（千円） 
― ― ― 

標準財政規模（千円）（C） ― ― ― 

実質赤字比率（％） ― ― ― 

（A）/（C）   （％） ― ― ― 

（B）/（C）   （％） ― ― ― 

〇主な取り組み状況（令和２年３月現在） 

・赤字部門の「地鶏事業」を切り離し、会社全体のリスクの軽減を図り、経営健全化に努めている。 

・「国民宿舎山紫苑」は宿泊、「休憩の新規プランの企画や新メニューの開発などを継続しつつ、施設維持管理 

費の縮減を図り収支を管理するよう努めている。 

・鳥取自動車道（鳥取西道路）開通にあわせ、各施設のPR強化とサービス向上に取組み、利用客数の拡大に 

努めている。 

・赤字運営施設の事業規模を縮小し、会社全体のリスク軽減を図るよう努めている。 

・令和元年度決算は、会社全体では２，６９５千円の黒字となり取組み成果が表れている。 



〇法人の財務状況 

H29 H30 R１

87,321 73,941 96,078

61,587 50,224 71,779

うち現預金 30,678 32,989 53,222

うち棚卸資産 12,570 6,049 7,498

うち未収入金等その他流動資産 18,339 11,186 11,059

25,734 23,717 24,299

うち有形固定資産 25,384 21,807 22,479

うち投資その他資産 350 1,910 1,820

104,060 104,679 124,171

54,060 54,679 40,547

うち短期借入金 0 0 10,000

う ち報告自治体からの短期借入金 0 0 0

50,000 50,000 83,624

うち長期借入金 50,000 50,000 83,624

う ち報告自治体からの長期借入金 0 0 0

-16,739 -30,738 -28,093

H29 H30 R１

440,865 397,055 375,695

364 200 3,000

16,433 16,433 16,587

464,160 410,671 372,767

127,323 111,488 99,864

335,343 297,495 268,395

-23,295 -13,616 2,928

-23,659 -13,816 -72

-220 0 0

-23,747 -13,849 2,695

（千円）
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事業収入

うち報告自治体からの補助金収入

うち報告自治体からの委託料収入

事業費用

うち売上原価
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うち販管費及び一般管理費

経常損益

（報告自治体からの補助金収入を除いた経常損益）

特別損益

負債合計

流動負債

固定負債


